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点
字
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
か
ら
県
議
選
も
選

挙
公
報
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
・
経
歴

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
公
報
は
、
新
聞

朝
刊
（
朝
日
新
聞
・
中
国
新
聞
・

日
本
経
済
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読

売
新
聞
）
に
折
り
込
み
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
な

ど
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
有
権

者
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
に

行
く
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
整
理
券
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
持
参
し
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

　

身
体
の
障
害
な
ど
で
自
書
や
投

票
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
、
代
筆
や
投
票
を

行
い
ま
す
。

※
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

①
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
30
年
12
月
28

日
以
前
か
ら
岩
国
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

②
岩
国
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
山
口
県
内
の

他
市
町
に
住
所
を
移
転
し
た
人

※
②
の
人
は
、
投
票
所
の
投
票
管

理
者
か
ら
「
引
き
続
き
山
口
県
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
か
の
確

認
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

４
月
７
日
㈰　

７
時
～
20
時

柱
島
投
票
区
は
、
４
月
６
日
㈯　

山口県議会議員一般選挙
投票日は４月７日㈰ 柱島投票区は４月６日㈯
　この選挙は、皆さんの意思や意見を県の政治に反映させる大切な

選挙です。あなたの声が県政に届くよう必ず投票しましょう。

問選挙管理委員会事務局☎㉙5240

８
時
～
19
時

※
投
票
区
に
よ
っ
て
投
票
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場

整
理
券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
行
い
ま
す
。

※
麻
里
布
第
二
投
票
所
（
麻
里
布

自
治
会
館
）
で
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
隣
の
麻
里
布
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
受
付

で
駐
車
券
を
提
示
す
る
と
、
無
料

駐
車
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
投
票
所
の
変
更

○
平
田
第
二
投
票
区
の
投
票
所
は
、

「
平
田
中
学
校
講
堂
」
か
ら
「
平

田
中
学
校
武
道
場
」
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

投　

票

投
票
で
き
る
人

投
票
日
時

投
票
場
所

投
票
所
入
場
整
理
券

代
理
投
票

点
字
投
票

選
挙
公
報
の
配
布
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耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

表紙の説明

　節分を前にした２月１日、ひが

し保育園に３匹の鬼が現れました。

　お面コンテストをしているとこ

ろへ突然登場した鬼に、園児たち

は大騒ぎ。泣き出してしまう子も

いましたが、やがて優しい鬼であ

ることが分かると、一緒に綱引き

やダンスなどをして楽しく交流し

ました。

鬼さんと仲良く遊んだよ

（ひがし保育園）
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選
挙
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
の

期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
、
事
前
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
す
る

と
、
受
け
付
け
が
早
く
済
み
ま
す
。

※
市
役
所
ま
た
は
総
合
支
所
、
支

所
の
期
日
前
投
票
所
で
は
、
市
内

全
投
票
区
の
人
が
期
日
前
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

●
期
日
前
投
票
所

【
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
】

期
間 

３
月
30
日
㈯
～
４
月
６
日
㈯

時
間 

８
時
30
分
～
20
時

【
総
合
支
所
・
支
所
】

期
間 

３
月
31
日
㈰
～
４
月
６
日
㈯

時
間 

８
時
30
分
～
20
時

場
所

○
由
宇
文
化
会
館
学
習
室

○
玖
珂
公
民
館
１
階
会
議
室

○
周
東
総
合
支
所
別
館
会
議
室

○
錦
総
合
支
所
会
議
室

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー

○
美
和
総
合
支
所
１
階
会
議
室

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

【
柱
島
出
張
所
】

期
間 

４
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

時
間 

８
時
30
分
～
17
時

※
柱
島
投
票
区
の
人
の
み

【
黒
島
ふ
れ
あ
い
の
家
】

日
時 

４
月
３
日
㈬ 

11
時
～
12
時

※
黒
島
地
区
の
人
の
み

【
端
島
集
会
所
】

日
時 

４
月
３
日
㈬ 

14
時
～
15
時

※
端
島
地
区
の
人
の
み

【
叶
木
公
会
堂
】

日
時 

４
月
３
日
㈬ 

10
時
～
11
時

※
叶
木
地
区
の
人
の
み

【
持
ヶ
峠
自
治
会
集
会
所
】

日
時 

４
月
４
日
㈭ 

10
時
～
11
時

※
小
瀬
（
持
ヶ
峠
・
沼
田
ヶ
原
・

丸
田
）
地
区
の
人
の
み

【
樋
ノ
口
集
会
所
】

日
時 

４
月
４
日
㈭ 

10
時
～
11
時

※
小
瀬
（
亀
ヶ
迫
・
矢
細
工
・
柏

山
・
樋
ノ
口
・
上
迫
・
水
口
）
地

区
の
人
の
み

【
そ
の
他
】

　

由
宇
・
錦
・
美
和
総
合
支
所
管

内
、
美
川
支
所
管
内
の
投
票
所
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
支
所
・

支
所
で
発
行
す
る
お
知
ら
せ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

重
度
の
身
体
障
害
者
や
戦

傷
病
者
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す

る
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
持
つ
人

請
求
期
限 

４
月
３
日
㈬ 

17
時

【
身
体
障
害
者
手
帳
】

○
両
下
肢
・
体
幹
な
ど
の
機
能
障

害
＝
１
級
ま
た
は
２
級　

○
内
臓
障
害（
心
臓
・
腎
臓
障
害

な
ど
）＝
１
級
ま
た
は
３
級　

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
害
＝
１
級
か

ら
３
級

【
戦
傷
病
者
手
帳
】

○
両
下
肢
・
体
幹
な
ど
の
機
能
障

害
＝
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま

で　○
内
臓
障
害（
心
臓
・
腎
臓
障
害

な
ど
）＝
特
別
項
症
か
ら
第
三
項

症
ま
で

【
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
】

○
要
介
護
状
態
区
分
＝
要
介
護
５

●
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

対
象
者
で
、
投
票
用
紙
に
自
ら
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
た
人
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
身
体
障
害
者
手
帳
】　

○
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
＝
１

級【
戦
傷
病
者
手
帳
】　

○
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
＝
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症

※
手
続
き
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
指

定
さ
れ
た
病
院
・
施
設
な
ど
に
入

院
（
所
）
中
で
、
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
し
た
い
旨
を
そ
の
病
院
ま

た
は
施
設
の
管
理
者
（
病
院
長
な

ど
）
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時 

４
月
７
日
㈰ 

21
時
15
分
～

（
予
定
）

場
所 

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

（
平
田
一
丁
目
40
―
１
）

　

選
挙
に
伴
い
、
投
票
所
・
開
票

所
と
し
て
使
用
す
る
施
設
で
は
、

臨
時
休
館
ま
た
は
利
用
制
限
を
し

ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り
】

４
月
７
日
㈰
は
臨
時
休
館

問
☎
㉔
０
８
８
８　

【
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
】

４
月
７
日
㈰　

18
時
以
降
は
利
用

不
可

問
☎
32
７
４
１
１

【
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
】

４
月
７
日
㈰
は
臨
時
休
館

問
☎
82
６
５
１
１

郵
便
な
ど
に
よ
る

　
　

不
在
者
投
票

病
院
・
施
設
な
ど

で
の
不
在
者
投
票

施
設
の
臨
時
休
館

　
　

と
利
用
制
限

開　

票

期
日
前
投
票

ご家族そろって、投票所へお出かけしてみませんか？   
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

岩国シロヘビの館
入館者50万人達成

　

２
月
10
日
、
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館

の
入
館
者
が
50
万
人
を
達
成
し
、
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

50
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
大
阪

市
か
ら
家
族
４
人
で
観
光
に
訪
れ
た

臼
井
さ
ん
一
家
で
す
。
節
目
の
入
館

者
と
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
最

初
は
驚
い
た
様
子
の
臼
井
さ
ん
で
し

た
が
、
関
係
者
か
ら
祝
福
さ
れ
た
後
、

福
田
良
彦
市
長
、
守
山
敏
晴
教
育
長
、

森
橋
律
夫
岩
国
白
蛇
保
存
会
会
長
と

一
緒
に
く
す
玉
を
割
り
、
笑
顔
で
50

万
人
達
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

福
田
市
長
は
お
祝
い
の
言
葉
と
と

も
に
「
シ
ロ
ヘ
ビ
は
金
運
の
ご
利
益

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
あ

や
か
っ
て
ほ
し
い
。
生
体
展
示
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
生
態
を
学
ぶ
た
め

の
体
験
も
で
き
る
の
で
、
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
は
、
平
成
28

年
３
月
に
開
館
し
、
天
然
記
念
物
で

あ
る
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
の
生
態
や
体

の
構
造
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る
学
習

施
設
と
し
て
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の

市
民
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
㉘
５
３
５
３

開
館
２
年
11
カ
月
で
の
達
成

バレンタイン特別企画とし

て、頭部にハートマークの

ある子ヘビ「ラブちゃん」

が展示され、来館者の人気

を集めていた

444
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第
一
人
者
が
故
郷
で
語
る

▲映画「ハウルの動く城」の城の動きは複雑なＣＧで

　作られ、手書きアニメとの融合に工夫があるそう

岩国市図書館講演会

　

２
月
２
日
、
中
央
図
書
館
で
岩
国

市
出
身
の
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
片か

た
あ
ま
み
つ
の
り

塰
満
則
氏
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

片
塰
氏
は
、
岩
国
中
学
校
在
学
時

に
デ
ザ
イ
ン
し
た
運
動
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
自
身
が
手
掛
け
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
映
像
な
ど
を
画
面
に
映
し
、

自
ら
の
歩
み
と
共
に
Ｃ
Ｇ
の
発
展
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

作
品
を
持
ち
込
ん
で
宮
崎
駿
監
督

と
初
対
面
し
た
と
き
の
こ
と
、
結
果
、

映
画
「
も
の
の
け
姫
」
の
た
め
に
結

成
さ
れ
た
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
チ
ー
ム
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ー
ン
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
の
秘

話
に
、
集
ま
っ
た
１
４
３
人
の
聴
衆

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
を
尋
ね
ら
れ
た
片
塰

氏
は
「
英
児
童
文
学
の
よ
う
な
き
れ

い
な
映
像
を
子
供
た
ち
の
た
め
に
作

り
た
い
」
と
答
え
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
講
演
会
は
図
書
館
の
利
用

促
進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

次
回
は
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
㉛
０
０
４
６　

▲デッサンのこつや今後の活動といった多くの質問に

　対し片塰氏は一つ一つ丁寧に回答した

　

1
月
29
日
、市
民
文
化
会
館
で「
れ

ん
こ
ん
収
穫
祭
2
0
1
8
」
と
題
し
、

市
職
員
に
よ
る
業
務
改
善
事
例
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
自
ら
が
よ
り
良
い
手
段
や
方

法
を
考
え
、
所
属
部
署
ご
と
に
業
務

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
発
表

会
は
そ
の
取
り
組
み
や
成
果
を
他
部

署
で
も
共
有
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
効

果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
本
庁
や
総
合
支
所
、
水
道

局
な
ど
か
ら
42
事
例
が
提
出
さ
れ
、

あ
ら
か
じ
め
選
ば
れ
た
11
事
例
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
発
表
事
例
も
、
職
員
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
や
、
時
間
な
ど
の

無
駄
が
省
か
れ
る
と
い
っ
た
成
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
他
部
署
で
の
活

用
や
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

外
部
審
査
員
と
し
て
参
加
し
た
柴

田
祥
子
氏
は
「
業
務
改
善
は
と
か
く

難
し
く
面
白
く
な
い
も
の
だ
が
、
遊

び
心
を
大
切
に
し
た
こ
の
取
り
組
み

は
素
晴
ら
し
く
、
今
後
も
期
待
し
て

い
る
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

問
行
政
経
営
改
革
課
☎
㉙
５
０
２
９

連れ

ん

携
し
て
、根こ

ん

気
よ
く　

業
務
改
善

業務改善事例発表会

▲外国人住民が犬の登録に訪れた際の英文申請書・例

　文集を作成した環境保全課の事例が金賞を受賞

▲業務改善運動は " 連（れん）携して根（こん）気よく "

　の頭文字を取り「れんこん運動」と称している

”

“

5
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す
ま
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る
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松田　もとこさん

（美和町在住）

　歯科医院の待合室で

「まつたけ文庫」を運

営するとともに、山里

の自然を題材にした童

話や絵本を創作してい

る。『おばあちゃんが

いるといいのにな』で

95年日本絵本賞・けん

ぶち絵本大賞を受賞。

▼まつたけ文庫を訪れた子供たちに絵本の読
　み聞かせをする松田さん

6

本
と
温
も
り
の
あ
る
場
所

　
　
　
　
　

「
ま
つ
た
け
文
庫
」

　

美
和
町
の
と
あ
る
歯
科
医
院
内
に
、
子
供

た
ち
の
た
め
の
小
さ
な
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
の
子
供
た
ち
に
本
の
あ
る
遊
び
場
を
」

そ
ん
な
思
い
で
、
松
田
素
子
さ
ん
が
41
年
前

に
開
い
た
「
ま
つ
た
け
文
庫
」
で
す
。

　

広
島
県
出
身
で
、
結
婚
と
と
も
に
美
和
町

に
移
り
住
ん
だ
松
田
さ
ん
が
驚
い
た
の
は
、

町
に
書
店
が
な
い
こ
と
。
父
親
の
影
響
で
幼

い
頃
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
書
店
に
通
っ
て
い

た
松
田
さ
ん
に
は
、
寂
し
い
こ
と
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
息
子
が
生
ま
れ
、
読
み
聞
か
せ
の

た
め
に
購
入
し
た
絵
本
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

松
田
さ
ん
に
あ
る
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

「
作
家
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
た
め
に
家
庭

文
庫
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
先
生
に
す
ぐ
お
手
紙
を
書
い
て
、

文
庫
を
開
く
た
め
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
」

た
年
が
あ
り
ま
す
。
再
開
を
目
指
し
た
松
田

さ
ん
が
、
文
庫
だ
よ
り
作
成
の
た
め
に
行
っ

た
の
が
物
語
の
執
筆
で
し
た
。

　

「
息
子
と
１
０
０
歳
を
超
え
た
親
戚
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
交
流
の
様
子

を
書
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

完
成
し
た
物
語
は
、
文
庫
開
設
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
作
家
の
後
押
し
も
あ
り
『
ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
は
１
０
４
才
』
と
い
う
本
と
し

て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
本
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

お
話
を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
感
想
が
届
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

今
後
も
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
と
作
品
を
作
っ
て

い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

　

心
温
ま
る
物
語
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
松
田
さ
ん
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
を
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

▲25作品目となる『だいじょうぶじゃ
　ない』が12月に出版された

▲けんぶち絵本大賞の副賞、剣淵町の
　特産品と（まつたけ文庫で）

　

夫
の
営
む
歯
科
医
院
の
待
合

室
に
大
量
の
本
を
持
ち
込
ん
だ

松
田
さ
ん
。
貸
し
出
し
は
も
ち

ろ
ん
、
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る

よ
う
文
庫
だ
よ
り
を
発
行
し
た

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
人
形
劇

を
演
じ
た
り
。
地
域
の
親
子
と

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
愛
さ
れ
る
存
在
と
な

っ
た
「
ま
つ
た
け
文
庫
」
で
す

が
、１
年
間
、活
動
で
き
な
か
っ
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第25回しゅうとう

中山湖健康マラソン大会

がんばろう　しゅうとう！

　

２
月
10
日
、「
第
25
回
し
ゅ
う
と
う

中
山
湖
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
４
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
一
部
は
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
影
響
で
通
行
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
の
人
た
ち
の
協
力
も
あ
り
今
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
レ
ー
ス
の
終
盤
で

苦
し
い
顔
を
見
せ
な
が
ら
も
沿
道
か
ら

の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
最
後
ま
で
全
力

で
走
り
切
り
ま
し
た
。
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無病息災を祈って！

　１月７日、由宇文化会館で昔の

遊びの講座が行われました。かる

た教室で「坊主めくり」や「百人

一首」に挑戦した子供たちは楽し

そうにかるたをめくっていました。

　将棋や囲碁は若手プロ棋士の活

躍もあってか指導にも力が入って

いました。終了後、参加者は福袋

をもらい、おいしいぜんざいを食

べ、笑顔で新年を迎えました。

　1 月13日、美川町竹ノ爪河原で子供会主催の「とんど焼き」

が行われました。子供の減少によりやぐらの大きさは年々小さ

くなっていましたが、近年は地域住民の参加によりまた大きく

なっています。竹が勢いよく燃える様子を見ながら、参加者全

員で一年の無病息災を祈り、豚汁やぜんざいを食べました。

チャレンジ道場
　「お正月お楽しみ会」

　１月５日、玖珂こどもの館で

2019新春初夢「第25回抽選券付

玖珂町商店街合同大売出しの大抽

選会」が開催され、会場は多くの

人で埋め尽くされました。

　玖珂太鼓の演奏後の抽選会では

６等から発表が始まり、参加者は

最後の特賞発表までドキドキ、ワ

クワクしながら楽しい時間を過ご

しました。

新春初夢大抽選会

　１月５日、錦川清流線を利用して宮島町の厳島神社に初詣を

行う「新春初詣列車」が運行されました。錦川清流線の利用拡

大のため毎年恒例で行われている初詣列車は今回で39回を数

え、今年も約100人の参加者でにぎわいました。一年の無病息

災を祈願した参加者は昼食を共にし、親睦を深めました。

錦川清流線初詣列車
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　1 月12日、美和町阿賀ふれあ

いセンターで「第８回本郷かんば

塾そば打ち体験」が開催されまし

た。阿賀地区、青空グループの皆

さんの指導の下、18人の参加者

は５班に分かれて「練る、伸ばす、

切る」の工程を行いました。

　参加者は完成した手作りのそば

とちらし寿司に、おいしそうに舌

鼓を打っていました。

　１月16日、ハーモニーみわで、県立岩国高等学校坂上分校

の生徒による「“みち”をひらく発表会」が開催されました。

　発表会では、職場見学やインターンシップの体験を基に、自

分の進路の決定に関わる学習の成果について、各学年ごとに

テーマを決めて発表しました。

“みち”をひらく発表会

そば打ち体験

ステンドグラス作り教室

　１月21日、周東中央公民館でステンドグラス作り教室が行

われました。柳井市に工場を持つ三澤先生を講師に招き13人

が参加しました。はんだごてを片手で使う作業に苦戦しながら

も作品を完成させた参加者は、互いに自分の作品を見せ合った

り、写真を撮ったりとにぎわいのある教室になりました。

　２月５日、中央公民館で野菜

料理研究家の庄司いずみ氏によ

る「大人の食育腸活生活」料理講

座が開催されました。参加した20

人は熱心に先生の説明に耳を傾け、

スーパー大麦という整腸作用のあ

る食材をメインにして、野菜だけ

を使った岩国ベジずしや大平など

岩国にゆかりのあるヘルシーな全

５品を完成させました。

スーパー大麦で
　　おいしくきれいに



●
前
立
腺
肥
大
症

10広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[156]

豆苗ともやしの
　　　　塩こぶあえ

　

「
尿
の
勢
い
が
な
く
な
っ
て
き
た
」「
夜
の

ト
イ
レ
の
回
数
が
増
え
た
」「
ト
イ
レ
に
間

に
合
わ
ず
に
漏
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
排
尿

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

若
い
頃
と
比
べ
て
排
尿
状
態
が
不
安
定
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
前
立
腺
肥

大
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

前
立
腺
は
膀ぼ

う
こ
う胱

の
出
口
に
あ
り
尿
道
を
取

り
囲
む
臓
器
で
男
性
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
は
50
歳
を
超
え
て
く
る
と
前
立
腺

が
肥
大
し
て
き
て
尿
道
を
圧
迫
し
て
、
尿
の

通
過
障
害
を
来
し
、
排
尿
困
難
な
ど
の
排
尿

症
状
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、
頻
尿
、
尿

意
切
迫
な
ど
の
蓄
尿
症
状
や
、
残
尿
感
、
最

後
に
下
着
に
尿
が
漏
れ
る
な
ど
の
排
尿
後
症

状
も
起
こ
し
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
は
加
齢

と
と
も
に
罹り

か

ん患
率
が
増
加
し
、
70
歳
で
は
70

％
以
上
の
男
性
が
前
立
腺
肥
大
を
有
し
、
そ

の
４
分
の
１
は
治
療
を
必
要
と
す
る
症
状
を

発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
排
尿
障
害
は
「
年

の
せ
い
で
仕
方
な
い
」
と
我
慢
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
疾
患
と
し
て
認

識
さ
れ
、
さ
ら
に
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
か
ら
早
期
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
治
療
に
よ
り
多
く
の
人
が
快
適
な

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
症
状
か
ら
原
因
を
知
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
排
尿
の
こ
と
で
生
活
に
支
障
が

あ
る
、
困
る
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
て
原
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
薬
物
治
療
を
含
む
治
療
法
の
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
生
活
上
の
注
意
点
も

指
導
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

生
活
上
で
気
を
付
け
る
こ
と
と
し
て
は
、

散
歩
な
ど
の
軽
い
運
動
を
す
る
、
下
半
身
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
、
長
時
間
の
座
位

を
避
け
る
、
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、

尿
を
我
慢
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
過
剰
摂
取
に

注
意
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
前
立
腺
肥
大
症
の
症
状
で
医
療
機
関

を
受
診
し
、
前
立
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
こ
と

も
時
に
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
と
前
立

腺
が
ん
は
関
連
の
な
い
疾
患
で
は
あ
り
ま
す

が
、
男
性
で
排
尿
困
難
の
あ
る
場
合
に
は
、

前
立
腺
が
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
（
血
液
検
査
で
前

立
腺
特
異
抗
原
＝
P
S
A
の
測
定
を
行
う
の

み
）
も
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 22kcal/ 人　●食塩相当量 0.5g/ 人

①豆苗は根元を落として３㎝の長さに切り、さっと

　洗って水気を切る。モヤシはさっと洗っておく。

②熱湯で豆苗とモヤシをゆで、ざるに上げる。

③②を塩こぶとすりごまであえる。

★ひとことポイント★

　塩こぶとすりごまの代わりに、からししょうゆ

（しょうゆ大さじ１、練りからし小さじ２、水小さ

じ２）であえてもおいしくできます。

材料（４人分）

・豆苗…100g

・モヤシ…200g

・塩こぶ…大さじ１・1/2　　　　

・すりごま…小さじ１
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不発弾撤去に関する問い合わせ先　危機管理課☎㉙5119

交通規制に関する問い合わせ先　　岩国警察署☎㉔0110

３月17日㈰に不発弾撤去作業を行います

避難・交通規制にご協力ください

●
不
発
弾
の
撤
去
作
業

　

１
月
７
日
に
東
小
・
中
学
校
校
舎
建
設
予

定
地
（
三
笠
町
二
丁
目
１
―
19
）
で
不
発
弾

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
撤
去
作
業
の
た
め
、
３
月
17
日
㈰
の

午
前
８
時
か
ら
作
業
完
了
ま
で
の
間
、
作
業

地
点
か
ら
お
お
む
ね
半
径
２
０
０
ｍ
以
内
は

避
難
対
象
区
域
に
な
り
、
立
入
禁
止
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
避
難
対
象
区
域
内
と
そ
の
周
辺
の
道

路
は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
（
災
害
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
ま
す
）。

　

避
難
対
象
区
域
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人
は
、
避
難
対
象
区
域
外
に
全
員
避
難

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
全
な
安
全
態
勢
を
確
保
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
避
難
の
解
除　

　

不
発
弾
が
撤
去
さ
れ
安
全
が
確
認
さ
れ
た

後
、
避
難
の
解
除
を
岩
国
市
民
ニ
ュ
ー
ス
ア

プ
リ
、
岩
国
市
民
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

登
録
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市民ニュース

アプリ

市民メール

赤枠内の道路と周辺の一部の道路が交通規制の対象となります

避難場所は避難対象区域内にお住まいの皆さんに別途お知らせします

岩国駅

●
岩国市立
東中学校●

山口県民文化ホール
シンフォニア岩国

●
岩国市立
東小学校

●
金融機関

●
スーパー

●
岩国市立
東中学校●

山口県民文化ホールル
シンフォニア岩国

●
岩国市立
東小学校

●
金融機関

●
スーパー

　避難対象区域

EVACUATION ZONE

３月17日㈰　８時～作業完了まで



問 地域医療課☎㉙5011、医師会病院☎㉑3211

平日・土曜

受け付け：午後９時30分まで

午後７時～午後10時

日曜・祝日

午前９時～午後７時

午前９時～午後10時
受け付け：午後９時30分まで

受け付け：午後６時まで

内科
外科

内科

外科

急病や怪我のときに電話で相談できるサービスがありますので、利用してください。

※症状の軽い人や急病でない人は、診療時間

　内にかかりつけ医を受診してください

救急医療電話相談　
つながらない場合・携帯電話からかける場合は

☎082－246－2000　（24時間年中無休）

つながらない場合は　☎083－921－2755

受付時間：午後７時～翌朝８時（毎日）

小児救急医療電話相談
※小児（15 歳未満）の場合

＃７１１９

＃８０００

４月から医師会病院救急センターの診療時間が変わります

午前９時～正午
受け付け：午前11時30分まで

歯科

診療科目：内科、小児科、外科、歯科

医師会病院救急センター

高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

日
時　

３
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進　

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎
㉙
５
０
１
８

就
学
援
助
制
度
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

対
象　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
（
私
立

小
・
中
学
校
お
よ
び
市
外
の
国
公
立
小
・
中

学
校
在
籍
児
童
生
徒
の
保
護
者
も
含
む
）

内
容　

学
用
品
費
な
ど
の
援
助

申
請
期
間　

３
月
１
日
㈮
～
４
月
26
日
㈮

申
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
、
学
校
教
育
課
、

教
育
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
４
、
教
育
支
所

市
政
番
組

「
ち
か
く
に  

い
わ
く
に
」
放
送

放
送
日
時　

3
月
10
日
㈰　

10
時
55
分
～
11

時
10
分
（
再
放
送
＝
24
日
㈰　

10
時
55
分
～

11
時
10
分
）

放
送
局　

山
口
放
送
（
K
R
Y
）

放
送
内
容　

岩
国
を
盛
り
上
げ
て
、
岩
国
の

魅
力
を
発
信
す
る
市
民
活
動
団
体
の
人
た
ち

を
紹
介

問
広
報
戦
略
課
☎
㉙
５
０
１
６

12広報いわくに

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けします。

お
知
ら
せ



②
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防　

３
月
16
日
㈯　

10
時
～
15
時　

場
所　

①
＝
市
民
文
化
会
館　

②
＝
い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　
　

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事

務
所
☎
㉓
１
５
８
０

市
役
所
の
窓
口
業
務
を

　
　
　
　
　

一
部
延
長
し
ま
す

　

住
民
異
動
の
多
い
時
期
に
、
窓
口
の
業
務

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
㈬
～
４
月
３
日
㈬
の
平
日

17
時
15
分
～
19
時

●
市
民
課
（
１
階
）

○
転
入
、
転
出
な
ど
住
民
異
動
の
手
続
き　

○
住
民
票
、
戸
籍
関
係
証
明
書
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行

●
保
険
年
金
課
（
１
階
）

○
転
入
、
転
出
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
の
手
続
き

●
障
害
者
支
援
課
（
１
階
）

○
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
手
続
き

●
こ
ど
も
支
援
課
（
２
階
）

○
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

※
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
は
対
象
外

問
市
民
課
☎
㉙
５
０
３
９

保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
２

障
害
者
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
４

こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
５

二
丁
目
・
三
丁
目
、
山
手
町
二
丁
目
の
各
一

部○
岩
国
区
域
（
尾
津
処
理
区
）
＝
南
岩
国
町

一
丁
目
・
二
丁
目
、
平
田
五
丁
目
の
各
一
部

○
由
宇
区
域
＝
南
沖
三
丁
目
、
西
一
丁
目
の

各
一
部

○
周
東
区
域
＝
上
久
原
、
下
久
原
の
一
部

○
玖
珂
区
域
＝
阿
山
北
の
一
部

問
下
水
道
課
☎
㉙
５
１
４
３

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
地
域
緑
化
の
推

進
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。

募
金
期
間　

３
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈮

問
緑
化
推
進
委
員
会
（
農
林
振
興
課
内
）

☎
㉙
５
１
１
５
、
総
合
支
所
、
支
所

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・

　
　

警
察
・
消
防
合
同
説
明
会

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

①
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
警
察
・

消
防　

３
月
２
日
㈯　

10
時
～
15
時

産
の
所
有
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
相
続
登

記
（
名
義
変
更
）
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
続
登
記
を
し
な
い
場
合
、
次
の
よ
う
な

不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
相
続
し
た
不
動
産
を
す
ぐ
に
売
る
こ
と
や

担
保
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

②
相
続
が
２
回
以
上
重
な
る
と
、
誰
が
相
続

人
と
な
る
か
の
調
査
と
協
議
に
時
間
が
掛
か

り
、
登
記
の
手
続
き
費
用
や
手
数
料
が
高
額

に
な
る

③
所
有
者
の
特
定
に
時
間
を
要
し
、
防
災
対

策
工
事
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
公
共

工
事
の
支
障
に
な
る

　

相
続
登
記
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

☎
43
１
１
２
５

公
共
下
水
道
の
供
用
と
下
水
の

処
理
開
始
区
域
の
縦
覧

　

公
共
下
水
道
の
供
用
と
下
水
道
処
理
を
３

月
31
日
か
ら
開
始
す
る
区
域
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

３
月
４
日
㈪
～
18
日
㈪

縦
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

下
水
道
課
、
総
合
支
所
農
林
建
設
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

縦
覧
区
域　

○
岩
国
区
域
（
一
文
字
処
理
区
）
＝
装
束
町

住
所
が
変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を

　

市
外
へ
転
出
・
市
外
か
ら
転
入
・
市
内
で

転
居
し
た
と
き
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
人　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人

（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

必
要
な
も
の　

窓
口
で
届
け
出
を
す
る
人
の

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、印
鑑
、転
入
の
場
合
は
転
出
証
明
書（
前

住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
も
の
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い

※
転
出
・
転
入
・
転
居
の
届
け
出
に
は
、
異

動
前
後
の
住
所
、
異
動
日
（
転
出
に
つ
い
て

は
予
定
日
で
も
可
）、
異
動
す
る
人
の
氏
名

・
生
年
月
日
が
必
要
で
す

※
転
入
・
転
居
は
、
引
っ
越
し
を
し
た
日
か

ら
14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

※
外
国
籍
の
人
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎
㉙
５
０
３
９
、
総
合
支
所

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
登
記
名
義
人

（
所
有
者
）
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
不
動

13 2019.3.1



14

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

３
月
11
日
㈪
・
13
日
㈬
～
15
日
㈮
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪
～
29
日
㈮　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
を

　
　
　
　
　

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

本
人
の
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上
の
学
生
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
学
生

証
の
両
面
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
人
は
離

職
票
の
写
し
な
ど

※
在
学
す
る
大
学
な
ど
が
学
生
納
付
特
例
事

務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
大

学
な
ど
の
窓
口
で
も
申
請
で
き
ま
す

※
所
得
と
は
、
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
か
ら

給
与
所
得
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
金
額
で

す
。
家
族
の
所
得
の
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん

※
前
年
度
の
承
認
を
受
け
、
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
を
３
月
末
に
送
付
し
ま
す

※
在
学
す
る
学
校
を
変
更
し
た
場
合
は
窓
口

で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

●
保
険
料
の
追
納

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

申
問
保
険
年
金
課
国
民
年
金
班
☎
㉙
５
０
８

６
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

試
験

危
険
物
取
扱
者

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

①
６
月
22
日
㈯　

②
６
月
23
日
㈰

場
所　

①
＝
柳
井
市
・
下
松
市
・
ほ
か
４
市

②
＝
岩
国
市
・
周
南
市
・
ほ
か
５
市

※
県
内
13
市
を
２
日
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
受
験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間  

○
電
子
申
請　

４
月
５
日
㈮
～

19
日
㈮　

○
書
面
申
請　

４
月
８
日
㈪
～
22

日
㈪

申
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
備

え
付
け
の
願
書
を
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消

防
出
張
所
へ
提
出

●
試
験
準
備
講
習
（
有
料
）

対
象　

乙
種
第
四
類
受
験
者

日
時　

○
法
令
＝
５
月
27
日
㈪　

９
時
～
16

時　

○
理
化
学
＝
５
月
28
日
㈫　

９
時
～
16

時場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間　

４
月
８
日
㈪
～
定
員
に
達
す
る

ま
で

申
問
岩
国
地
区
防
災
協
会
☎
93
３
３
１
０

岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課
☎
㉛
０
１
９
６

相
談

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　

合
同
相
談
会

日
時　

３
月
７
日
㈭　

９
時
～
16
時

場
所　

市
役
所　

４
階

内
容　

心
理
士
、
保
健
師
な
ど
多
職
種
に
よ

る
、
暮
ら
し
・
消
費
生
活
・
就
労
・
子
育
て
・

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
専
門
相
談

申
問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
１
５
２
５

講
演
・
講
座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人
で
、
講
座
終
了
後
に
手
話
奉
仕
員

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

日
時　

４
月
９
日
㈫
～
平
成
32
年
３
月
17
日

㈫
の
毎
週
火
曜
（
全
45
回
）　

19
時
～
20
時

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

広報いわくに

相　

談

講
演
・
講
座

試　

験



30
分
（
予
定
）

場
所　

岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

手
話
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
表

現
能
力
を
学
ぶ

料
金　

３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈫
ま
で

申
問
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
43
３
６
６
３

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人
で
、
講
座
終
了
後
に
全
国
統
一
要

約
筆
記
者
認
定
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人

日
時　

４
月
20
日
㈯
～
10
月
５
日
㈯
の
指
定

の
土
曜
（
全
17
回
）　

９
時
30
分
～
16
時

場
所　

市
民
文
化
会
館
、
川
下
防
災
備
蓄
セ

ン
タ
ー
（
中
津
町
二
丁
目
15
―
11
）

定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
要
約
筆
記
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
基
礎
技
術
を
学
ぶ

料
金　

４
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

持
参
品　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

募
集
期
間　

３
月
29
日
㈮
ま
で

申
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、

連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
障
害
者
支
援
課

問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

FAX

㉒
２
８
１
４

sh
o
u
-sh

ie
n
@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

岩
国
短
期
大
学

　

生
涯
学
習
公
開
講
座
（
前
期
）

対
象　

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人

期
間　

５
月
13
日
㈪
～
７
月
22
日
㈪
（
各
講

座
全
10
回
）

場
所　

岩
国
短
期
大
学

料
金　

７
千
円
／
講
座

募
集
期
間　

３
月
５
日
㈫
～
19
日
㈫
（
消
印

有
効
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
受
講
希
望
者
が
９
人
以
下
の
講
座
は
中
止

●
初
歩
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
講
座
～
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
10
編
～

日
時　

毎
週
月
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

15
人

講
師　

竹
野
博
信
氏

●
楽
し
い
声
楽
～
歌
曲
か
ら
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

ま
で
～

日
時　

毎
週
月
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

15
人

講
師　

赤
川
優
子
氏

●
楽
し
く
学
べ
る
シ
ン
プ
ル
保
育
英
語
講
座

日
時　

毎
週
火
曜　

18
時
30
分
～
20
時

定
員　

20
人

講
師　

浜
桐
陽
子
氏

申
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ
き
１
講
座
）
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名

を
記
入
し
、
岩
国
短
期
大
学
総
務
課
へ
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
３
２　

尾
津
町
二

丁
目
24
―
18

問
岩
国
短
期
大
学
総
務
課
☎
㉛
８
１
４
１

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
演
会

●
人
生
い
つ
も
今
か
ら
、
健
康
長
寿
で
人
生

1
0
0
年
時
代
を
楽
し
む
秘ひ

け

つ訣
と
は
？

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
人

日
時　

３
月
21
日
㈷　

10
時
～
12
時
（
受
付

開
始
＝
９
時
30
分
）

場
所　

市
役
所　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

２
０
０
人

講
師　

佐
藤
靖
典
氏
（
N
P
O
法
人
福
岡
県

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
専
務
理
事
）

募
集
期
間　

３
月
15
日
㈮
ま
で

申
氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

FAX

㉑
３
４
５
６

sp
o
rts@

c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827㉒3330

料金の記載がないものは原則無料です
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男
女
共
同
参
画

　
　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

●
パ
パ
力
Ｕ
Ｐ
!!
お
父
さ
ん
の
出
番
で
す
!!

～
親
子
体
操
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し

ま
し
ょ
う
～

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
父
親

と
お
お
む
ね
２
～
４
歳
の
子
（
子
供
１
人
に

つ
き
大
人
１
人
）

日
時　

３
月
23
日
㈯　

11
時
～
12
時
（
受
付

開
始
＝
10
時
30
分
）

場
所　

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り　

体
育
室　

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

内
容　

親
子
体
操
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
遊

び講
師　

蔵
重
美
紀
氏
（
体
育
講
師
）

持
参
品　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
問
男
女
共
同
参
画
室
☎
㉙
５
３
４
０

イ
ベ
ン
ト

青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
９
春

対
象　

小
学
４
年
～
高
校
３
年
生

場
所　

由
宇
中
学
校　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム定
員　

各
50
人

込
み
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
申
し
込
み

問
ミ
ク
ロ
生
物
館
☎
62
０
１
６
０
（
９
時
30

分
～
16
時
30
分　

火
曜
は
休
館
）

錦
川
清
流
線
・
お
花
見
列
車

　

桜
の
季
節
に
錦
川
清
流
線
で
、
岩
国
の
地

酒
を
飲
み
比
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

①
３
月
30
日
㈯　

②
３
月
31
日
㈰　

③
４
月
１
日
㈪　

岩
国
駅
発
＝
12
時
30
分
ご

ろ内
容　

臨
時
便
の
錦
川
清
流
線
に
乗
っ
て
弁

当
と
岩
国
５
蔵
の
地
酒
を
楽
し
む

※
お
酒
の
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

定
員　

①
②
＝
60
人　

③
＝
50
人

※
先
着
順
、
最
少
催
行
人
数
20
人

料
金　

７
千
円
（
錦
川
清
流
線
往
復
運
賃
・

飲
食
代
な
ど
含
む
）

※
希
望
者
は
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
に
大
人
往

復
５
０
０
円
で
乗
車
可
能

※
車
で
の
来
駅
は
控
え
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間　

３
月
20
日
㈬
ま
で

申
問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

持
参
品　

筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒

募
集
期
間　

３
月
９
日
㈯
ま
で

●
生
き
物
は
う
ご
く
！ 

ア
メ
ー
バ
に
エ
サ

を
あ
げ
て
み
よ
う
！　

日
時　

３
月
23
日
㈯　

10
時
～
16
時

内
容　

ア
メ
ー
バ
な
ど
小
さ
な
生
き
物
た
ち

の
動
き
に
つ
い
て
、
大
学
の
先
生
に
よ
る
講

義
と
本
物
の
生
き
物
を
使
っ
た
実
験
を
通
じ

て
楽
し
く
、
奥
深
く
学
ぶ
。
自
由
研
究
な
ど

を
発
表
で
き
る
研
究
交
流
発
表
会
も
開
催

講
師　

園
部
誠
司
氏
（
兵
庫
県
立
大
学
准
教

授
）

料
金　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

●
暗
や
み
で
光
る
！ 

春
の
海
の
ミ
ク
ロ
生

物
万
華
鏡
を
作
ろ
う

日
時　

３
月
24
日
㈰　

10
時
～
15
時

内
容　

春
の
瀬
戸
内
海
で
見
ら
れ
る
小
さ
な

生
き
物
た
ち
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
暗
闇
で

も
楽
し
め
る
世
界
に
一
つ
だ
け
の
光
る
ミ
ク

ロ
生
物
万
華
鏡
を
作
る

講
師　

末
友
靖
隆
（
ミ
ク
ロ
生
物
館
館
長
）

料
金　

３
０
０
円
（
実
習
・
材
料
費
）

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
申
し

広報いわくに

イ
ベ
ン
ト



会※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
入
退
場
自
由

問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
２
１
１

国
際
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子

　
　
　
　
　

エ
ペ
合
宿
in
岩
国

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

地
誘
致
事
業

　

日
本
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
国
の
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
香
港
の
代
表

選
手
の
合
宿
の
様
子
を
見
学
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
13
日
㈬
～
19
日
㈫　

10
～
12
時
、

16
～
18
時

※
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

内
容　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
（
女
子
エ
ペ
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
国
際
合
同

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

※
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の
み
、
Ｖ
Ｒ
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
参
加
者
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

錦
川
清
流
線
・
春
の
薬
草
観
察

と
薬
草
せ
っ
け
ん
作
り

日
時　

４
月
９
日
㈫　

岩
国
駅
発
＝
８
時
29

分
～
山
菜
・
野
草
の
勉
強
、
昼
食
、
せ
っ
け

ん
作
り
～
岩
国
駅
着
＝
17
時
13
分

場
所　

つ
み
菜
カ
フ
ェ
う
ど
ん
げ
（
錦
町
広

瀬
６
７
０
番
地
）

内
容　

薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
山

菜
・
野
草
を
摘
み
な
が
ら
勉
強
し
、
せ
っ
け

ん
作
り
を
体
験
す
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

料
金　

４
５
０
０
円
（
錦
川
清
流
線
往
復
運

賃
・
昼
食
・
講
習
代
を
含
む
）

申
問
３
日
前
ま
で
に
、
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
走
行
コ
ー

ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　

桜
満
開
の
こ
の
時
期
に
「
と
こ
と
こ
ト
レ

イ
ン
」
走
行
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

温
泉
で
汗
を
流
し
た
後
、
帰
り
は
と
こ
と
こ

ト
レ
イ
ン
に
乗
車
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰　

岩
国
駅
発

＝
８
時
29
分
～
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ

て
ト
ロ
ッ
コ
の
道
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
初
心

者
コ
ー
ス
約
７
㎞
）
～
そ
う
づ
峡
温
泉
入
浴

・
食
事
～
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
乗
車
～
岩
国

駅
着
＝
17
時
13
分

定
員　

各
日
30
人
（
先
着
順
）

料
金　

大
人
＝
５
千
円
、
小
人
＝
３
７
０
０

円
（
錦
川
清
流
線
往
復
・
と
こ
と
こ
ト
レ
イ

ン
片
道
運
賃
、温
泉
入
浴
料
、昼
食
代
含
む
）

持
参
品　

水
筒
、
雨
具
、
着
替
え
、
懐
中
電

灯申
問
３
日
前
ま
で
に
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ネ
ル
展

●
山
口
か
ら
世
界
へ
！ 

私
に
で
き
る
こ
と

日
時　

３
月
４
日
㈪　

16
時
～
15
日
㈮　

15

時場
所　

市
役
所　

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

内
容　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
活
動
写
真

の
展
示
な
ど

問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
２
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

　
　
　

体
験
談
＆
募
集
説
明
会

日
時　

３
月
15
日
㈮　

18
時
30
分
～
20
時
30

分場
所　

市
役
所　

４
階
会
議
室
41

内
容　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
事
業
な
ど
の

概
要
説
明
、
経
験
者
の
体
験
談
、
個
別
相
談

料金の記載がないものは原則無料です
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日
米
交
流
事
業
「
餅
つ
き
」

日
時　

３
月
16
日
㈯　

11
時
～
14
時

場
所　

天
尾
（
集
合
場
所
＝
天
尾
小
学
校
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

内
容　

餅
つ
き
体
験
、
昼
食

料
金　

５
０
０
円
（
５
歳
以
上
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

募
集
開
始　

３
月
４
日
㈪　

９
時

申
問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
２
１
１

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

３
月
16
日
㈯　

９
時
30
分
～
12
時

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放
し

て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

献
血

３
月
の
献
血

８
日
㈮　

○
岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル　

10
時

～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時

10
日
㈰　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30
分

～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

14
日
㈭　

○
岩
国
警
察
署　

9
時
30
分
～
11

時
45
分
、
13
時
～
15
時
30
分　

○
岩
国
西
幹

部
交
番　

９
時
30
分
～
11
時
30
分　

○
玖
珂

こ
ど
も
の
館　

13
時
30
分
～
16
時

18
日
㈪　

○
錦
総
合
支
所　

13
時
～
16
時

24
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

中
央
公
民
館

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

（
前
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

期
間　

４
月
～
９
月

料
金　

５
千
円
（
絵
画
＝
４
５
０
０
円
）

募
集
開
始　

３
月
５
日
㈫　

８
時
30
分
（
執

務
時
間
の
み
、
い
ず
れ
も
先
着
順
）

●
大
正
琴

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

13
時
30
分
～
15
時

30
分
（
全
12
回
）

定
員　

30
人

内
容　

楽
し
み
な
が
ら
童
謡
、
唱
歌
、
演
歌

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

な
ど
を
演
奏
す
る

●
カ
ラ
オ
ケ

日
時　

第
１
・
３
火
曜　

13
時
30
分
～
15
時

（
全
12
回
）

定
員　

40
人

内
容　

音
楽
の
基
礎
を
学
び
、
マ
イ
ク
で
歌

え
る
よ
う
に
練
習
す
る

●
健
康
体
操

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

13
時
～
14
時
30
分

（
全
12
回
）

定
員　

50
人

内
容　

タ
オ
ル
体
操
、
体
ほ
ぐ
し
、
ダ
ン
ス

な
ど
で
体
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

●
絵
画

日
時　

①
第
１
・
３
月
曜　

②
第
２
・
４
月

曜　

14
時
～
16
時
（
全
10
回
）

定
員　

各
10
人

内
容　

経
験
や
目
的
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
絵

を
描
く
こ
と
を
楽
し
む

●
童
謡
唱
歌
・
日
本
の
歌

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

10
時
～
11
時
30
分

（
全
12
回
）

定
員　

60
人

内
容　

歌
い
継
ぎ
た
い
童
謡
唱
歌
・
日
本
の

歌
を
歌
う

●
パ
ソ
コ
ン

日
時　

第
１
・
３
木
曜　

13
時
30
分
～
15
時

（
全
12
回
）

定
員　

15
人

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

申
会
費
を
添
え
て
直
接
、
中
央
公
民
館

広報いわくに

献　

血

中
央
公
民
館



●
英
会
話
初
級（
昼
）

日
時　

第
１
～
４
月
曜　

13
時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人

●
英
会
話
初
級（
夜
）

日
時　

第
１
～
４
木
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

●
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
世
界
～
短
歌
を

詠
ん
で
み
よ
う
～

日
時　

第
３
月
曜　

13
時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

　
　
　
　

受
講
生
募
集
（
前
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、

原
則
と
し
て
初
心
者

期
間　

４
月
～
９
月
（
前
期
）

募
集
期
間　

３
月
29
日
㈮
ま
で

※
い
ず
れ
も
先
着
順

●
茶
道
教
室
（
表
千
家
）

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

18
時
30
分
～
20
時

30
分
（
全
12
回
）

定
員　

５
人

文
化
講
座
受
講
生
募
集
（
前
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

期
間　

４
月
～
９
月
（
全
10
回
、
太
極
拳
・

英
会
話
は
全
18
回
、
短
歌
は
全
６
回
）

料
金　

５
千
円
／
講
座
（
太
極
拳
＝
９
千
円
、

英
会
話
＝
１
万
円
、
短
歌
＝
無
料
）

※
材
料
費
な
ど
別
途
必
要
な
場
合
あ
り

募
集
開
始　

３
月
４
日
㈪　

８
時
30
分
（
４

日
の
み
19
時
ま
で
受
け
付
け
、
以
降
は
執
務

時
間
内
、
い
ず
れ
も
先
着
順
）

●
和
の
彩
り
を
学
ぶ
華
道（
池
坊
）

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

●
基
本
ペ
ン
字
＆
実
用
筆
ペ
ン
教
室

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
21
時

定
員　

25
人

●
太
極
拳
で
健
康
に
な
ろ
う
！

日
時　

第
１
～
４
火
曜　

15
時
～
16
時
30
分

定
員　

30
人

●
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る「
料
理
」

日
時　

第
２
・
４
火
曜　

18
時
30
分
～
21
時

定
員　

20
人

●
カ
ラ
ダ
を
整
え
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
～
20
時

定
員　

30
人

●
英
会
話
・
英
語
入
門

日
時　

第
１
～
４
月
曜　

15
時
30
分
～
17
時

定
員　

15
人

料
金　

１
万
円
（
前
納
）

※
別
途
、
菓
子
代
な
ど
５
０
０
円
／
回
程
度

必
要

●
茶
道
教
室
（
裏
千
家
）

日
時　

第
２
・
４
水
曜　

18
時
30
分
～
20
時

30
分
（
全
12
回
）

定
員　

５
人

料
金　

１
万
円
（
前
納
）

※
別
途
、
菓
子
代
な
ど
５
０
０
円
／
回
程
度

必
要

●
絵
手
紙
教
室

日
時　

第
１
・
３
金
曜　

13
時
30
分
～
15
時

（
全
12
回
）

定
員　

20
人
（
11
人
以
上
で
開
催
）

料
金　

１
万
円
（
前
納
）

●
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
30
分
～
21
時

定
員　

20
人
（
11
人
以
上
で
開
催
）

料
金　

８
千
円
（
前
納
）

●
英
会
話　

入
門
講
座

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

15
人
（
11
人
以
上
で
開
催
）

料
金　

１
万
２
千
円
（
前
納
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家
（
９

時
～
21
時
、
日
曜
は
17
時
ま
で
）

働
く
婦
人
の
家

　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
　
　
　

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
基
礎
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、

原
則
と
し
て
初
心
者

日
時　

３
月
30
日
㈯　

10
時
～
12
時

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
使
い

方
を
学
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む

料
金　

５
０
０
円

募
集
期
間　

３
月
29
日
㈮
ま
で

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家
（
９

時
～
21
時
、
日
曜
は
17
時
ま
で
）

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
パ

●
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
素
敵
な
出
会
い
を
♪

対
象　

30
～
40
代
の
独
身
男
女

日
時　

３
月
24
日
㈰　

14
時
～
17
時

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

男
女
各
10
人

内
容　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
軽
食
フ
リ
ー
タ
イ

ム
、
連
絡
先
交
換
な
ど

料
金　

男
性
＝
３
千
円
、
女
性
＝
２
千
円

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
履
き

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈮
～
21
日
㈷

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

料金の記載がないものは原則無料です
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岩
国
運
動
公
園

働
く
婦
人
の
家



20

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
３

月
４
日
㈪
～
９
日
㈯

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

c
h
o
k
o
k
a
n
@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

企
画
展

●
明
治
１
５
０
年
記
念　

実
践
の
教
育
者　

東
ひ
が
し
た
く
し
ゃ

沢
瀉

期
間　

３
月
３
日
㈰
ま
で

内
容　

幕
末
・
維
新
期
に
活
躍
し
、
教
育
者

と
し
て
も
名
を
残
し
た
岩
国
の
志
士
・
東
沢

瀉
に
つ
い
て
、
史
料
を
基
に
紹
介

●
救
難
飛
行
艇
の
世
界

期
間　

３
月
10
日
㈰
～
５
月
12
日
㈰　

内
容　

国
内
で
唯
一
、
岩
国
に
配
備
さ
れ
て

い
る
救
難
飛
行
艇
に
つ
い
て
、
資
料
と
月
島

冬
二
氏
の
『
Ｕ
Ｓ
―
２
救
難
飛
行
艇
開
発
物

語
』
の
原
画
で
紹
介

問
岩
国
徴
古
館

企
画
展
「
救
難
飛
行
艇
の
世
界
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

日
時　

４
月
13
日
㈯　

10
時
～　

内
容　

○
石
丸
寛
二
氏
（
新
明
和
工
業
㈱
取

締
役
副
社
長
執
行
役
員
）
に
よ
る
講
演

○
石
丸
寛
二
氏
、
月
島
冬
二
氏
（『
Ｕ
Ｓ
―

２
救
難
飛
行
艇
開
発
物
語
』
著
者
）、
担
当

編
集
者
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

○
月
島
冬
二
氏
サ
イ
ン
会

※
サ
イ
ン
会
は
コ
ミ
ッ
ク
ス
を
持
参
す
る
か

会
場
で
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

３
月
10
日
㈰

申
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
岩
国
徴

古
館

郷
土
史
研
究
会

●
再
考
・
岩
国
吉
川
家
の
家
格
―
将
軍
家
斉

代
替
祝
儀
献
上
記
録
を
読
む
―

日
時　

３
月
17
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

問
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

対
象　

古
文
書
の
読
解
に
興
味
が
あ
る
人

日
時　

３
月
17
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

内
容　

古
文
書
の
読
み
方
を
基
礎
か
ら
学
び

読
解
力
を
身
に
付
け
る

問
岩
国
徴
古
館

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

３
月
14
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

問
中
央
図
書
館

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

ゆ
る
体
操

●
ゆ
る
体
操
で
介
護
い
ら
ず
に
過
ご
そ
う

日
時　

４
月
４
日
㈭
以
降
の
第
１
・
３
木
曜

13
時
30
分
～
15
時
、
第
２
・
４
火
曜　

10
時

～
11
時
30
分

定
員　

15
人
／
回
（
先
着
順
）

料
金　

５
０
０
円
／
回

持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

募
集
期
間　

随
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
３
月
７
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ア
ー
ト
展

日
時　

３
月
21
日
㈷
～
31
日
㈰　

10
時
～
17

時
（
31
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

企
画
展
示

ホ
ー
ル

内
容　

公
募
に
よ
る
作
品
約
１
０
０
点
（
絵

画
、
写
真
、
造
形
・
手

芸
、
書
な
ど
）
の
展
示

問
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

広報いわくに

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

岩
国
徴
古
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

中
央
図
書
館



こ
ど
も
館

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎
㉔
０
８
８
８

お
や
こ
で
こ
う
さ
く

　
　
　

「
な
か
よ
し
ぞ
う
さ
ん
」

対
象　

２
～
６
歳

日
時　

３
月
15
日
㈮　

11
時
30
分
～
12
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

親
子
で
手
形
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
な
か
よ
し

ぞ
う
さ
ん
を
作
る

募
集
開
始　

３
月
１
日
㈮　

10
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

小
学
生
の
工
作

  

「
ど
き
ど
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

」

対
象　

小
学
生

日
時　

３
月
16
日
㈯　

14
時
～
15
時
30
分

（
申
し
込
み
不
要
・
受
け
付
け
＝
14
時
30
分

ま
で
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

輪
ゴ
ム
で
飛
び
出
す
お
も
ち
ゃ
を
作

る問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

わ
か
ば
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
上
久
原　

☎
84
４
４
５
６

う
さ
ち
ゃ
ん
で
あ
そ
ぼ
う

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　

３
月
18
日
㈪　

10
時
45
分
～
11
時
15

分定
員　

25
組
（
先
着
順
）

内
容　

お
楽
し
み
会
（
工
作
を
含
む
）

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
わ
か
ば
児
童
館

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎
84
０
１
１
２

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

対
象　

小
学
生

日
時　

３
月
23
日
㈯　

10
時
～
12
時

定
員　

25
組
（
先
着
順
）

内
容　

お
楽
し
み
会
（
工
作
を
含
む
）

募
集
開
始　

３
月
１
日
㈮

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

岩
国
市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎
㉔
１
２
２
１

大
林
武
司
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ト
リ
オ

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

岩
国
に
縁
が
深
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
世
界
で
活
躍
中
の
新
進
気
鋭
の
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
大
林
武
司
が
率
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ト
リ
オ
に
よ
る
本
格
派
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
㈯　

18
時
30
分
～
（
開
場

＝
17
時
30
分
）

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

料
金【
全
席
自
由
】　

３
千
円

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し

申
問
（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎
㉔
８
９
９
６
（
９
時
～
19
時
）

大
林
武
司
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
０
５
０
―
５
４
３
７
―
７
７
７
５

 

春
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

３
月
16
日
㈯　

10
時
～
15
時　

内
容　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
が
並
ぶ
マ
ル

シ
ェ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
親
子
で
参
加
で
き
る
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
マ
マ
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
、
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ス
で
セ
ミ
ナ
ー
を
リ
レ
ー
形
式
で
開
催

問
（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎
㉔
８
９
９
６
（
９
時
～
19
時
）

料金の記載がないものは原則無料です
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こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

岩
国
市
民
文
化
会
館

わ
か
ば
児
童
館

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

0
時



3
1
2
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

「炎のとんど」

牧　良正さん（楠町）

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

５月１日号募集期限　３月25日（必着）

米
国
製
の
ミ
ニ
カ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
日

本
の
か
ぶ
と
な
ど
国
際
色
豊
か
な
品
物
が

所
狭
し
と
並
び
、
身
振
り
や
手
振
り
、
英

語
や
日
本
語
を
交
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が

笑
顔
で
売
買
す
る
光
景
が
印
象
的
で
し
た
。

　

基
地
住
民
と
岩
国
市
民
、
近
郊
住
民
が
、

こ
の
よ
う
な
交
流
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

よ
り
深
い
相
互
理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

約
５
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ

の
催
し
を
定
期
的
に

開
催
す
る
と
と
も
に
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
と
も

組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
相
乗

効
果
を
生
み
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Vol.113

市長夢日記
　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
ロ

ー
タ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

実
行
委
員
会
、
岩
国
市
、
米
海
兵
隊
岩
国

基
地
の
主
催
で
「
岩
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
続
き
２
回
目
の
今
回
は
、

会
場
を
前
回
の
約
３
倍
と
な
る
ア
リ
ー
ナ

全
体
に
広
げ
、
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
含
め

た
出
店
数
も
日
米
合
わ
せ
て
１
０
０
店
に

達
し
ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
に
は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
雑
貨

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
飲
食
物
だ
け
で
な
く
、

 福田 良彦
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